
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(R3.1.)       (有) 丸 富 

12月は三寒四温で徐々に冷え込んできたので、黄化が進み低温遭遇が多くなった。低温要求量を満たし、

休眠を十分した後で、保温し休眠打破すると、春芽の生長が促進される。 
 

病害対策 

病害が発生した株はできる限り取り除き、その株又はその周辺株の周りに穴を掘り、ﾊｲﾌﾟﾛを土に 
10％混ぜて埋め戻す。その後、ｻﾝﾐﾈｰﾗ 5,000 倍と天然ﾐﾈﾗﾙ（又は酸ｶﾙ）2,000 倍を施す。 

 

全刈り 

養分蓄積が終わったら、できる限り低温要求量を満たして、茎がｽｶｽｶになって全刈りを行う。 
 

害虫対策 

害虫の防除はできる限りバーナーによる焼却で、害虫の越冬、繁殖を抑制する。 
害虫防除時にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 2,000～3,000 倍又はｽﾄｯﾊﾟｰ雅 1,000 倍を混用散布する。 
害虫防除前にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～100cc／10a を潅水し、害虫を地上部へ追い出して、防除する。 

 

土づくり 

土壌分析により土壌養分の過不足を調べて、必要な養分を補う。有害ｶﾞｽの発生に注意する。 
 有害ｶﾞｽの除去に G ﾊﾞﾗﾝｽ細粒 10 ㎏／10a を撒布する。（3～4 ヶ月間有害ｶﾞｽを除去する。） 

 

保温（蒸し込み）前に 

土づくりした後、たっぷり水を施して蒸し込むと、微生物が活発に働き、地温が上がる。 
保温前にﾊﾞｲｵｼｬｲﾝｸﾞﾘｰﾝ 3 ㎏（又は天地の恵み 1 ㎏）／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 100g／10a を潅水する。 

 

萌芽後に 

春芽が萌芽したら、直接若茎に葉面散布して、若茎の伸長を促す。 
伸長促進に笑顔 1,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を葉面散布する。（萌芽～収穫までに 3 回散布） 
潅注・散水で天地の恵み 300 ㏄（又は笑顔 100 ㏄）／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を施用する。 

 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥               0.5～1ℓ／10a 

時を越えた贈り物           100～200 ㏄／10a    5～10 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ                50 ㏄／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ｽﾄｯﾊﾟｰ雅(又はﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS)   100ｃｃ(50cc)／10a      加減する。 

※ｻﾝﾐﾈｰﾗの代わりにｼﾘｶｱｯﾌﾟ 100～150㏄、天然ﾐﾈﾗﾙ 100～200㏄、海藻のｴｷｽ 50ℊでもよい。 
 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


